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中３数学Ｄ 宿題解答 ２学期-６ 

 
宿題 6-1 
(1) ( ) ( ) 1g x f x  とおくと， 

(1) (2) (3) (4) 0g g g g     
であるから，因数定理より， ( )g x は 

)(( ) ( 1 2)( 3)( 4)xh x xx x      
で割り切れる． 
ところが， ( )f x が 3 次以下の整式である

ことより， ( )g x も 3 次以下の整式である

から， ( )g x を 4 次式 ( )h x で割った商は 0
であり， 

( ) 0 ( ) 0g x h x   
となる． 

したがって， ( ) 1 0f x    ∴ ( ) 1f x   

 
(2) ( ) ( ) 1g x f x  とおくと， 

(1) (2) (3) 0g g g    
であるから，因数定理より， ( )g x は 

)( 2)( 3( )( ) 1 x xh x x    
で割り切れる． 

( )f x が 3 次以下の整式であることより，

( )g x も 3 次以下の整式であるから， ( )g x
を 3 次式 ( )h x で割った商は定数であり，

これを kとおくと 
( )

( ) 1 ( 1

(

)( 2

)

)( 3)

g x h x

f x k

k

x x x    


 

∴ ( ) ( 1)( 2)( 3) 1f x k x x x      
となる．いま， (4) 2f  であるから，両

辺に 4x  を代入して 

2 6 1k   ∴
1
6

k   

したがって， 

1
( 1)( 2)( ) 1( ) 3

6
f xx x x     

 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3) ( ) ( ) (2 1)g x f x x   とおくと， 

(2) (3) (4) 0g g g    
であるから，因数定理より， ( )g x は 

)( 3)( 4( )( ) 2 x xh x x    
で割り切れる． 

( )f x が 3 次以下の整式であることより，

( )g x も 3 次以下の整式であるから， ( )g x
を 3 次式 ( )h x で割った商は定数であり，

これを kとおくと 
( )

( ) (2 1) ( 2)( 3)( 4

(

)

) h x

f x x k

x

x

g k

x x    



 

∴ ( ) ( 2)( 3)( 4) 2 1f x k x x x x       
となる．いま， (1) 2f  であるから，両

辺に 1x  を代入して 

2 6 1k    ∴
1
6

k    

したがって， 

      
1

( 2)( 3)( ) 1) 2
6

( 4x x x xf x  
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宿題 6-2 
3 2)( )(( )xx x px qx rx        

とおくと， 1, 2, 3x  を代入して， 

)(1 )(1 ) 1

)(2 )(2 ) 8
)(3 )(

(1

(2 4 2
(3 93 7 3) 2

p q r

p q r
p q r

    
    
  

    


   
     

 

∴

23

4 2 10
9 3 19

p q r

p q r
p q r

   


  
    

 

であるから，これを解いて， 
8, 11, 20p q r     

したがって， 
3 2)( )( )( 8 11 20x xxx x x        

であるから， , ,  は方程式 
3 28 11 20 0x x x     

の 3 解である． 
これを解くと， 

3 28 11 20 0x x x     
2( 1)( 9 20) 0

( 1)( 4)( 5) 0

x x x

x x x

   
   

 

∴ 1, 4, 5x    

   に注意して， 1, 4, 5       ． 

 

宿題 6-3 
2 2: 25C x y   ········································· ① 

は原点 O 中心，半径 5r  の円である． 
 
(1) APO AQO 90    なので， 

2 2

2 2 2AP A

AP AQ AO

2 7Q 5 2 7

r



 

   
 

 
(2) P, Q は A を中心とする半径 2 7 の円 D  

2 2( 2) ( 7) 28x y     

∴ 2 2 4 14 25x y x y      ·················· ② 
とCとの 2 交点である．よって，P, Q の

座標は，連立方程式 
2 2 25x y   ···································· ① 
2 2 4 14 25x y x y      ··············· ② 

の解であるから， 
:① ②  

4 14 50x y   ∴ 2 7 25x y   ···· ③ 

の解でもある． 
このことは，③の表す直線が P, Q を通る

ということであり，２点 P, Q を通る直線

は一つに決まるので，直線 PQ の式は③

である． 
 
(3) (1)(2)と同様にして，A の座標が ( , )a b の

とき，直線 PQ の式は 
25ax by   ······································· ④ 

となることが分かる（略）． 
いま， ,a bは 

2 3 25a b   
を満たしながら動くので， ( , ) (2, 3)x y 
は④式を満たす．すなわち，直線 PQ は

必ず定点 (2, 3) を通る． 

O x

y

Q
P

A(2, 7)

5

55

5





∴
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宿題 6-4 
(1) 3 64 14 m( )od 7  なので， 

 

 


100 3 33

33

1(4 4

1

4 )

m
4

4 ( od 7)

 

よって，余りは 4 ． 

 
(2) 3 64 14 mo 3( 1 )d   なので， 

 

    


100 3 33 1

33

(4 4

( 1) 4 4
9 (

4 )

mod 13)

 

よって，余りは 9 ． 

 
(3) 1004 を 13 で割った商を kとおくと，(2)

より，余りは 9 なので， 
1004 13 9k   

したがって， kを 7 で割った余り（ある

いはmod 7での kの値）が分かれば， 1004
を 91 で割った余りが分かる． 
(1)より， 100 4 ( )4 mod 7 であるから， 

13 9 4 m )d( o 7k   
13 5 ( )mod 7k    

5 (m )od 7k    
∴ m5 ( )od 7k   
が成り立ち， 

7 5k l  , lは整数 
と表すことができる． 

 
  
 

1004 13 9

13(7 5) 9

91 74

k

l

l

 

したがって， 1004 を 91 で割った余りは

74 ． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿題 6-5 
2( ) 2 2 8f x x mx m    とおき， ( )y f x の

グラフを考える． 
2 2( ) ( ) 2 8f x x m m m      

より，グラフは下に凸な放物線であり，頂点

の座標は 2( , 2 8)m m m   である． 
 
(1) ( ) 0f x が  0 5x に重解の場合も含め

て 2 つの実数解をもつのは， ( )y f x の

グラフが x軸の  0 5x の区間と，2 つ

の交点をもつか，接する場合である． 
( )y f x の頂点の x座標と  0 5x の区

間との位置関係に注目して，次のように

場合分けして考える． 
 
A)  0m の場合 

 
条件を満たすことはない． 

 

x0 5

x m
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B) 
5

0
2

m の場合 

 
条件を満たすのは， 











頂点の 座標 ①

②

[ ] 0

(0) 0

y

f
 

のときである． 
①より， 

2 2 8 0m m    2 2 8 0m m   

( 4)( 2) 0m m   ∴   4, 2m m  
②より， 

  2 8 0m  ∴  4m  
よって，①かつ②となるのは 2 4m

の範囲であるが，いま 
5

0
2

m の範囲

で考えているので，B)の場合で条件を満

たすのは  
5

2
2

m のときである． 

 

C)  
5
2

5m の場合 

 
条件を満たすのは， 











頂点の 座標 ①

③

[ ] 0

(5) 0

y

f
 

のときである． 
①より，   4, 2m m  

③より，  12 33 0m  ∴ 
11
4

m  

よって，①かつ③となるのは 
11

2
4

m

の範囲であり，いま  
5
2

5m の範囲で

考えているので，C)の場合で条件を満た

すのは  
5
2

11
4

m のときである． 

 
D) 5 mの場合 

 
条件を満たすことはない． 
 
以上 A), B), C), D)より，求めるmの範囲

は  2
11
4

m である， 

x0 5

x m

x0 5

x m

5
2

近遠

x0 5

x m

5
2

近 遠
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(2) ( ) 0f x が  0 5x に少なくとも 1 つ実

数解をもつのは， ( )y f x のグラフが x

軸の  0 5x の区間と，少なくとも 1 つ

の共有点をもつ場合である． 
(1)と同様に， ( )y f x の頂点の x座標と

 0 5x の区間との位置関係に注目して，

次のように場合分けして考える． 
 

※ 以下，(1)と同じ式には同じ番号を振って

いる． 
 
a)  0m の場合 

 
条件を満たすのは， 

 







④

③

(0) 0

(5) 0

f

f
 

のときである． 
④より，  2 8 0m  ∴  4m  

③より， 
11
4

m  

したがって，④かつ③を満たすmは存在

しない． 
 

b) 
5

0
2

m の場合 

 
条件を満たすのは， 











頂点の 座標 ①

③

[ ] 0

(5) 0

y

f
 

のときである． 
(1) C)の途中計算より，①かつ③となるの

は 
11

2
4

m の範囲で，いま 
5

0
2

m

の範囲で考えているので，b)の場合で条

件を満たすのは  　
5

2
2

m のときであ

る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

x0 5

x m

x0 5

x m

5
2

近 遠
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c)  
5
2

5m の場合 

 
条件を満たすのは， 











頂点の 座標 ①

②

[ ] 0

(0) 0

y

f
 

のときである． 
(1) B)の途中計算より，①かつ③となるの

は 2 4m の範囲で，いま  
5
2

5m の

範囲で考えているので，c)の場合で条件

を満たすのは  
5
2

4m のときである． 

 

d) 5 mの場合 

 
条件を満たすのは， 

 







②

⑤

(0) 0

(5) 0

f

f
 

のときである． 
②より，  4m  

⑤より，  12 33 0m  ∴ 
11
4

m   

よって，②かつ⑤となるのは  
11

4
4

m

のときであり，いま 5 mの範囲で考え

ているので，d)の場合で条件を満たすm
は存在しない． 
 
以上 a), b), c), d)より，求めるmの範囲は

 2 4m である， 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

x0 5

x m

5
2

近遠

x0 5

x m


